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ている(e.g., Kay & Palumbi, 1987; Paulay & Starmer, 2011; MacLeod et al., 2015)。日本
においては、本州から南に約 1,000km、沖縄から東へ約 1,300km に位置する小笠原
諸島が海洋島であり、様々な生物において固有種が多数報告されている(e.g., 
Springer et al., 1995; Satake & Cai, 2005; Chiba et al., 2007)。しかしながら、海産の巻
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貝類は小笠原諸島から 1,031 種が報告されているが、小笠原固有種は数種にとどま
る(Fukuda, 1993, 1994, 1995)。これは浮遊幼生時の海流分散もしくは成体が海草や流
木などに乗って運ばれるラフティングにより、遠く離れた地域にも分散が可能であ
ることを示している(Fraser et al., 2017; González-Wevar et al., 2017)。浮遊幼生期が長
い種が海洋島に進出できた際には単なる広域分布種となるが、浮遊幼生期が短い種
が十分に隔離された海洋島に進出できた際には、固有化が促されると考えられてい
る。Nakano et al. (2009)では、小笠原諸島に固有のカサガイ Cellana mazatlandica と
シワガサ Cellana radiata enneagona について分子系統解析が行われ、その種分化が
議論された。その結果、日本の温帯域に広く分布するベッコウガサ Cellana grata と








西之島は小笠原諸島の父島の西方約 130km に位置している。この島は 1973～1974



















図 1．西之島と調査地(前野・吉本、2020 の図 2 を改変) 
Fig. 1. Map of Nishinoshima Island and the survey sites (Figure modified from Fig.2 in 












2017 年に噴出した溶岩塊に仕切られている(図 2A, B)。浜は溶岩が浸食されてでき
た瓦礫浜となっているが、場所によって礫の大きさが異なっていた。浜中央部は








A. 西之浜中央から北側。B. 西之浜南側。C. 西之浜最北端。D. 西之浜最南端。E. 南
西浜最北端。F. 南西浜中央から南側。 
Fig. 2. Environments of survey sites 
A. Center to northern part of Nishinohama. B. Southern part of Nishinohama. C. 
Northernmost part of Nishinohama. D. Southernmost part of Nishinohama. E. Northernmost 







 本調査では、貝類はシワガサ、クロカラマツガイ Siphonaria (Mestosiphon) subatra、
オガサワラタマキビ Echinolittorina cinerea、コウダカタマキビ Littoraria pintado の 4









で 5mm 前後であったが、南西浜で見つかったオガサワラタマキビ 1 個体のみ 1cm
程であった。岩のくぼみにいるため正確な個体数を数えることができなかったが、







 甲殻類はオオイワガニ Grapsus tenuicrustatus とオオカクレイワガニ Geograpsus 
crinipes の 2 種が発見された。オオイワガニは西之浜、南西浜の両側に広がる溶岩付
近に多くの個体が生息していた(図 3E, F)。分布はパッチ状ではあったものの、1m2
内に 20 個体程度確認できた場所もある。西之浜、南西浜全体では 50 個体程度確認
できた。殻幅 4cm～5cm 程度、3cm～4cm 程度、1cm～2cm 程度の体サイズの明瞭に
異なる 3 集団が確認できた。本種は、沖縄、小笠原、台湾、東南アジアと広域に分
布している。オオカクレイワガニは旧島台地付近で発見された。旧島は海岸線から
約 200m 離れており、非常に乾燥している場所である。昼間の調査では 2 個体発見
されたのみであったが、鳥類と昆虫を対象とした夜間調査の際に、旧島台地にてオ




A. シワガサ。B. クロカラマツガイ。C. オガサワラタマキビ。D. コウダカタマキ
ビ。E. オオイワガニ。F. オオイワガニ。G. オオカクレイワガニ (川上和人撮影)。
H. オオカクレイワガニの幼体。 
Fig. 3. Species occurred in the survey 
A. Cellana radiata enneagona. B. Siphonaria (Mestosiphon) subatra. C. Echinolittorina 
cinerea, D. Littoraria pintado, E. Grapsus tenuicrustatus, F. Grapsus tenuicrustatus, G. 





石の下からも殻幅数 mm のオオカクレイワガニの幼体が発見された(図 3H)。 
 
３－４．魚類 
 著者らは直接確認できなかったが、調査隊メンバーが 2 個体のアオモンギンポ







図 4．アオモンギンポ (渡邉篤志撮影) 





してイボタマキビ 1 個体、コウダカタマキビ 6 個体、ヨメガカサ 1 個体、甲殻類






















A. イカ類。B. トビウオ。 
Fig. 5. Bird feeding on the remnant of the old Island 
A. Squids. B. A dried flying fish. 
 
３－６．海洋島への進出 































短く(Nakano et al., 2020)、分子系統学的なアプローチから浮遊幼生時に分散可能な
距離は 100-200km 程度と見積もられている(Nakano & Sasaki, 2011)。西之島周辺の海
流はまだよく分かっていないが、最も近い父島から幼生が運ばれたとしても 130km
の距離を渡らなければならず、海流任せで運ばれ西之島に進出することは奇跡に近
いだろう。今回発見されたシワガサは 3cm 程度であった。小型のカサガイ類では 1
年で 1cm 程度成長し(Nakayama et al., unpublished)、大型の種では 1 年で 1.5cm～2cm
程度成長する事が知られている(米山ほか、2007)。本調査で見つかったシワガサは
おそらく着底してから 2 年～3 年程度経過していると考えられる。また生息してい
た溶岩が 2015 年の噴火で噴出した溶岩であるため、2019 年の調査でシワガサが見
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  We investigated marine organisms in the intertidal zone of Nishinoshima Island in 
September, 2019. During this survey, four species of molluscs, Cellana radiata enneagona, 
Siphonaria (Mestosiphon) subatra, Echinolittorina cinerea, Littoraria pintado, two species 
of crustacean, Grapsus tenuicrustatus, Geograpsus crinipes and one fish species 
Entomacrodus caudofasciatus were recorded. Cellana radiata enneagona, Siphonaria 
(Mestosiphon) subatra are endemic to Ogasawara Islands and adjacent areas, but the others 
have wide geographic distribution in tropical Pacific. The intertidal marine organisms may 
extinct due to the volcanic eruption since only a small number of individuals were found in 
each species except for Grapsus tenuicrustatus. Subsequently, marine organisms may newly 
colonize to Nishinoshima Island by larval dispersal. 
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